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地域看護学実習Ⅰにおける

看護学生のストレス対処能力とストレスの実態

新潟医療福祉大学看護学科 ・稲垣千文,小 山歌子

【目的】

本学の看護学科3年 次後期 の地域看護学実習1に 臨む学生

の,ス トレス対処能力 と,ス トレス内容及びその対処方法 を

明 らかにすることを目的 とす る.

【方法】

1)研 究対象者,地 域看護 学実習Ⅰ を履修す る看護学科3

年生,89名.2)調 査時期,方 法,① 実習前,実 習終了後質

問紙調査法の実施.3)調 査 内容,① 実習前,社 会学者のAaron

Antonovskyが 作 成 し,山 崎喜比古らが邦訳 したSOC尺 度29

項 目版(以 下SOC尺 度 とす る)を 用いス トレス対処能力SOC

(以下SOCと す る)の 測定1)2)3).② 実 習後,変 化 を測定す

るため,再 度SOCの 測 定。③先行研究を基 に研究者 が作成 し

た調査票で,実 習中のス トレス内容の順位 を問い,理 由 と対

処方法の自由記述.4)調 査 票回収は留め置き法.5)分 析 は実

習前後のSOCが 揃 っているものを対象に,① 実習前後 のSOC

変化 の比較,② 実習中のス トレスに対 しSOCの 中央値で2群

に分 け比較,③ ス トレスの理 由と対処方法 は,質 的帰納的に

分析.6)本 研 究は,本 大学の倫理審査で承認を受け実施

【結果】

学生36名 より回答を得た(有 効回答率40.4%).実 習前後

のSOCを 表-1に 示 す.

SOCの 得点は,実 習前後で差はなかったが,実 習前後で強

い相関(rs=0.8644,P<0.01)が み られた.ま た,実 習前後で

SOCの 下位尺度である処理可能感が実習後に低下(Z=2.1209,

P=0.0339)し て いる.(表-2)
』 』

実習前後で,SOCを 中央値117で 分 け,高 位群(117点 以 上

19名),低 位 群(116点 以 下17名)と し,SOC尺 度29項 目毎

に検討 した.SOC高 低 位群の比較で,差 があった項 目は,実

習前は,有 意味感 を示す2項 目(問14生 きていて良かったと

感 じる,問16毎 日していることは満足 と喜びを与 える)で あ

った.実 習後は,有 意味感を示す1項 目(問14生 きていて良

かった と感 じる),把 握可能感 を示す1項 目(問21本 当な ら

感 じた くないような感情を抱 く)で あった.(P〈0.001)

実習 後SOCの 高低位群を比較 し、実習でス トレス と感 じた

内容(表-3)の1位 は,高 位群 「実習記録:地 域アセスメン ト」

を,低 位群 「人間関係:実 習メンバー」であった.

高位群ス トレス1位 「実習記録:地 域アセスメン ト」の理

由は,"必 要なデー タが見つか らない""地 域アセスメン トが

難 しい""ア セスメン トの方向性が相談できなかった""何 度

も考え直す事が大変"で あり,対 処方法は,〈 グループのみん

なで協力 ・分担 した〉〈グループですることで勉強にな り、ス

トレスも軽減す ると思った〉であった.

一方低位群1位 「人間関係:グ ループメンバー」のス トレ

スの理 由は,"協 調性に欠けるグループメンバーの存在""リ

ーダーの不在"で あ り
,対 処方法は,〈 耐えた〉 〈協調性のな

いメンバー抜きで協力 した〉〈他の友人に相談 した〉であった.

【考察】

実習前後での学生のSOCの 高 低の差は、有意味感の中でも,

「自分は生きていてよかった と感 じる事」であった.こ の感

覚は、基本的信頼感 と関係すると考えられ る.SOCは 生 育歴

と関連するといわれてお り3),SOC低 位 の学生は,こ の感覚を

得 る為の刺激をあま り受け取 らなかった可能性が考 えられる.

SOC低 位 群は,人 間関係の うち実習メンバーをス トレス と

していた.地 域看護学実習は,実 習メンバーで協力 して取 り

組む内容が多 くある.SOC低 位 群は,実 習をメンバー全員で

取 り組む ことが出来ず,ま た、情緒的対処が多 くとられてい

たことな どがス トレスにっながったと考 えられる.ま た、SOC

はス トレスに対処する資源(汎 抵抗資源)の 動員力を表す と

言われている3).こ の ことからも,SOC低 位 群の学生は,他 に

援助を求めること,援 助を活用することが苦手であ り,実 習

中に教員が更に援助 をする必要があることが示唆 された.

【結論】

1.実 習前後ではSOCに 変化 はなかったが,実 習によって処理

可能感が低下 した.

2.ス トレスの実態は,SOC高 位 群は地域アセスメン ト,低 位

群は,実 習メンバーであった。

3.ス トレス対処方法は,SOC高 位 群は汎抵抗資源の動員、低

位群では、情緒的対処であった.
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